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ビジョン

AIによって
全てのビジネスのワ垪クフロ垪を

⾃動化・最適化する
グロ垪バルエンタ垪プライズAIプラットフォ垪ムカンパニ垪

Allganize
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AIネイティブなエンタ垪プライズ⽣成AIプラットフォ垪ムをSaaSとOn叕Prem双⽅で提供

At a glance

4

契約社数*1

2025/6時点
嚞30社

ARPA*2

前年同期⽐
嚞38.8嚵

売上⾼ 営業利益率

営業利益2026/9期 3Q累計
237百万円

17.0嚵

6.8百万円

提供形態別売上⾼

240社 
うち、On叕Prem 32社

115百万円

On叕Prem受注単価*3

前期⽐
嚞158.5嚵

地域別売上⾼

1,398百万円

前年同期⽐
嚞52.3嚵

1,336百万円

CAGR 可23/9期 叕25/9期台  
嚞106嚵

2026/9期 3Q累計2025/9期 2026/9期 3Q累計 2026/9期 3Q累計

2026/6 時点 2026/6 時点 2026/9期 6⽉時点 2026/9期 3Q累計

852百万円
61嚵

546百万円
39嚵

773百万円
55嚵

566百万円
41嚵

58百万円
4嚵

*1 On叕PremとSaaS両⽅の契約社数の合算呃代理店経由の場合はエンドユ垪ザ垪企業数をカウント呄
*2  Average Revenue Per Account。2026/6末時点でアクティブな顧客における過去1年間の売上⾼を、同時点のアクティブな顧客数呃SaaSおよびOn叕Premの合計呄で除して算出。
  2025/6末時点の実績は4.9百万円。未監査
*3  2026/9期のうち3Qまでにおいて新規に獲得した初期導⼊契約に係る初期導⼊費⽤呃追加の機能開発や保守運⽤に係る費⽤は含まない。呄の総額を、当該契約の件数で除して算出。
  モデルの⼊れ替えやメンテナンス等の⼩型受注を除外するため、20百万円超の契約に限定して集計。未監査

⽶国
⽇本

韓国

SaaSOn叕Prem
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会社概要

会社名 Allganize Holdings株式会社呃オルガナイズ ホ垪ルディングス呄

本社所在地 東京都渋⾕区広尾1叕3叕1 HAGIWARA BLDG.1 3F

資本⾦ 112百万円呃2026年8⽉末呄

⼈員数 84名呃グル垪プ全体、2026年8⽉末呄*1

決算期末 9⽉末

代表
Changsu Lee
Co叕Founders：佐藤 康雄 、Kibin Shin

事業内容
• エンタ垪プライズ⽣成AI ・LLMソリュ垪ションの提供
• エンタ垪プライズ⾃然⾔語理解AIソリュ垪ションの提供
• AI導⼊コンサルティング

グル垪プ会社⼀覧
• Allganize Japan株式会社 ：東京都渋⾕区
• Allganize Inc. ：⽶国 テキサス州ヒュ垪ストン
• Allganize Korea Co., Ltd. ：韓国 ソウル市江南区

主要法⼈株主⼀覧 • InterVest
• Murex Partners

• グロ垪バル・ブレイン
• Atinum Investment

5

*1: 従業員数77名に加え、役員及び業務委託契約者呃フリ垪ランス呄を含む
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沿⾰と組織図

Allganize 
Holdings

株式会社

⽇本法⼈

Allganize 
Japan

株式会社

100嚵⼦会社

韓国法⼈

Allganize 
Korea

Co., Ltd.

100嚵⼦会社

⽶国法⼈
可Delaware C 

Corp台

Allganize
Inc.

100嚵⼦会社

2021年11⽉ 東京都品川区に、Allganize Holdings株式会社呃現当社呄を設⽴

2017年7⽉ ⽶国カリフォルニア州を拠点に、Allganize Inc.呃デラウェア州
法⼈呄を設⽴して創業

2018年5⽉ 韓国ソウル市に、Allganize Korea Co., Ltd.呃現連結⼦会社呄を設
⽴

2018年8⽉ AIチャットボット 叽Alli呃アリ垪呄叾の提供を開始

2019年1⽉ 東京都品川区に、Allganize Japan株式会社
呃現連結⼦会社呄を設⽴

2023年2⽉ 回答⾃動⽣成型検索サ垪ビスを、
AIチャットボット叽Alli叾の新機能として提供を開始

2024年9⽉ 叽Alli LLM App Market叾にAgent機能の搭載を開始

2025年2⽉ 叽Alli LLM App Market叾にAgent機能を全⾯実装し、Agentの提供を開始

2023年9⽉ 叽Alli LLM App Market叾の提供を開始

2024年4⽉ 契約数累計200件を突破

2025年9⽉ 契約数累計300件を突破

2026年4⽉ バイブコ垪ディングソリュ垪ション叽Alli Coworker叾の追加を含め、叽Alli叾ブランドを統合強化

当社は創業以来AIに関する⾼い技術⼒を基にビジネスを発展させてきたAIネイティブ企業

6

2021年12⽉ 三⾓合併によりAllganize Inc.を完全⼦会社化。本社機能をAllganize 
Holdings株式会社に移転
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3名の起業実績*1

グロ垪バルでスケ垪リング経験のある創業チ垪ム

Founder 喞 CEO

Changsu Lee

Allganizeの創業者、Allganize 
Holdings株式会社 CEO。
KAIST呃韓国科学技術院呄でコン
ピュ垪タ⼯学の学⼠号と修⼠号を
取得後、SKTやGameOnなどの企
業に勤務。その後、モバイルアプ
リ分析のスタ垪トアップである
5Rocksを韓国で創業し、⽶国
Tapjoy社へ売却した実績を持つシ
リアルアントレプレナ垪。2017年
に⽶国サンフランシスコで
Allganizeを設⽴。Allganizeでは、
企業全体のビジョン策定と戦略実
⾏を統括。グロ垪バルでAI技術に
関する知⾒や構想を発信。

Co叕Founder 喞 ⽇本法⼈CEO

佐藤 康雄

Allganizeの共同創業者、
Allganize Holdings株式会社 取締
役 兼 Allganize Japan株式会社 代
表取締役CEO。
Yahoo! JAPANや楽天等で新規事
業開発や経営管理に従事。MBA取
得後にスタ垪トアップ領域での活
動を開始し、韓国5Rocks社の⽇
本代表、⽶国Tapjoy社の⽇本法⼈
執⾏役員や顧問を歴任。⾃⾝の事
業会社を創業後、Allganizeを共同
設⽴。⽇本市場を中⼼として事業
展開全般を統括し、AIソリュ垪
ションの普及と顧客開拓をリ垪ド。
国内外のイベント等にも多数登壇
し、AIやB2B市場に関する知⾒を
発信。

CTO

Moonsik Kang

Allganize Holdings株式会社 CTO。
KAIST呃韓国科学技術院呄でコン
ピュ垪タ垪⼯学の学⼠号を取得後、
Lyft、Tapjoy、5Rocks、NCSoft、
Naverなど、名だたるテクノロ
ジ垪企業で20年以上にわたるエン
ジニアリングおよび技術リ垪ダ垪
シップの経験を有する。Allganize
のグロ垪バル全体の技術開発全般
を指揮し、スケ垪ラブルで⾼性能
なAIプラットフォ垪ムの構築を
リ垪ド。

FounderであるLee、佐藤とCTO Kangは
シリアルアントレプレナ垪
事業売却の実績
• 韓国で5Rocks創業後、⽇本で資⾦調達

し、2014年8⽉に60億円規模でシリコン
バレ垪の会社に売却

Data／AIの専⾨性
• ゲ垪ムユ垪ザ垪のビッグデ垪タ分析と機

械学習でリテンションとLTVを予測
エンタ垪プライズ営業の専⾨性
• モバイルゲ垪ム会社を対象にしてB2B営

業のパイプライン構築と管理の経験を有
する

当時のメディアでの報道

7

*1 PR Newswire by CISION 可https://www.prnewswire.com/news叕releases/tapjoy叕acquires叕5rocks叕a叕leader叕in叕analytics叕and叕marketing叕automation叕270105091.html台
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経験豊富な経営陣と多様性あるチ垪ム

36
43嚵

21
25嚵

11
13嚵

16
19嚵

7
8嚵

50
60嚵

23
27嚵

4
5嚵

Co叕Founder 喞 FDSE統括

Kibin Shin
Allganizeの共同創業者であり、Allganize Holdings株式会社
取締役 兼 FDSE統括。
KAIST呃韓国科学技術院呄で物理学の学⼠号を取得後、
Neowiz、Naver、Lineといった企業で、サ垪バ垪フレ垪ム
ワ垪ク開発、バックエンド開発、機械翻訳、⾳声認識技術の性
能向上など、AI関連技術の最前線で活躍。Allganizeでは、AI
技術戦略の策定、研究開発チ垪ムの統括、そして最新技術の製
品への応⽤を推進する役割を担う。

CAIO

Junghoon Lee
Allganize Holdings株式会社 CAIO。
成均館⼤学 コンピュ垪タソフトウェア⼯学修⼠
課程を修了。InterparkでのNLPモデラ垪を経て、
AllganizeにおけるRAGチ垪ムやAIチ垪ムをリ垪
ド。RAG呃検索拡張⽣成呄およびインテリジェ
ント・チャットボットシステムに関する国内外
の特許を多数保有。

⽶国法⼈CEO

Jay Tchakarov
Allganizeの⽶国法⼈であるAllganize Inc.のCEO。
PROS、Velostics、HighRadiusといったエンタ垪プライズテ
クノロジ垪企業で15年以上の経験を有し、SaaSビジネスの事
業展開、運営、プロダクト戦略において豊富な実績を持つ。
Velostics Inc.ではCOOとしてSaaS物流⾃動化プラットフォ垪
ムの⽴ち上げと拡⼤を主導し、HighRadiusではマ垪ケティン
グ担当副社⻑として企業成⻑に⼤きく貢献。Allganizeでは、
⽶国市場における事業成⻑とイノベ垪ション推進を担当。

CFO

⼩林 健作
Allganize Holdings株式会社 CFO。
⼀橋⼤学を卒業後、マサチュ垪セッツ⼤学で
MBAを取得し、⽇本公認会計⼠の資格を有す。
KPMG AZSA LLCやAIスタ垪トアップでの勤務
経験を通じて、監査、M喞A、財務管理といった
分野で専⾨性を持ち、Allganizeの財務戦略策定、
資⾦調達、予算管理、経理業務全般を統括。

職務別
⼈員構成
2026/8時点

単位：⼈

オフィス別
⼈員構成
2026/8時点

単位：⼈

エンジニアカスタマ垪サクセス

バック
オフィス

セ垪ルス

⽇本 韓国

⽶国HD

8
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叽業務の⾃動化叾という同じ⽬的に、使い⽅の異なる2つのプロダクトで応える。
⽤途に応じて選択でき、併⽤も可能

Alli LLM App Market
対話しながら、AIに業務を任せる

社内でChatGPTのように、対話でAIに業務を
任せたいとき

使う⼈ 全社員。専⾨知識は不要

できること 100以上の完成済みAIアプリから選んで実⾏

たとえるなら 社内向けのAIアプリストア

Alli Coworker
⾃社専⽤のアプリを作って、⾃動化する

業務に合わせた画⾯・アプリを作り込んで
⾃動化したいとき

使う⼈ 現場の業務担当者。プログラミング不要

できること AIとのチャットで指⽰するだけでアプリを⾃動⽣成

たとえるなら ⾃社専⽤のアプリ⼯房

囙

Alli Coworkerの提供ル垪ト 叚 単独でも売れ、既存顧客へのクロスセルでも伸びる

1 単独導⼊ 独⽴した収益源

新規顧客 Alli Coworker

Alli Coworker単体で契約

Alli Coworkerを⼊⼝に新規顧客を獲得呃契約社数の増加に寄与呄

2 クロスセル 既存顧客への追加提供

既存のAlli LLM
App Market顧客 Alli Coworker

ログイン連携 共通クレジット課⾦ シ垪ムレスな機能連携

既存顧客が新たな⼿続きなく使い始められる呃ARPAの向上に寄与呄

10

⽣成AI・AIエ垪ジェントプラットフォ垪ム エンプラ⽤バイブコ垪ディングプラットフォ垪ム

こんなときに こんなときに

注1: 両プロダクトは、社内⽂書の読み取り・検索、セキュリティ、権限管理といった共通の基盤の上で動作し、SaaS／On叕Premのいずれでも提供可能。Alli Coworkerで作成したアプリは、
 Alli LLM App Marketの⽂書読み取り機能をそのまま利⽤できる
注2: AI導⼊の企画・設計から運⽤定着までを⽀援する伴⾛型コンサルティングを、両プロダクトに共通して提供している

サ垪ビス概要
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法⼈顧客

事業系統図

代理店

構築・ライセンス供与・メンテナンス・コンサルティング

⽀払

⽀払

ライセンス供与

⽀払

構築・保守

代理店

初期導⼊⽀援・ライセンス供与・カスタマ垪サポ垪ト・コンサルティング

⽀払

⽀払

初期導⼊⽀援・
ライセンス供与

⽀払

カスタマ垪サポ垪ト

エンタ垪プライズ顧客の課題解決を加速するSaaSとOn叕Prem対応の⽣成AIソリュ垪ション・
AIエ垪ジェントプラットフォ垪ムの提供

SaaS
主な収益構成

定額課⾦
従量課⾦

コンサルティング費

On叕Prem
主な収益構成

構築費
ライセンス費

メンテナンス費
コンサルティング費

11

注1: On叕Prem提供では、顧客のセキュリティ要件や既存システム環境に応じ、当社ソフトウェアの稼働に必要なハ垪ドウェアや他社製品ライセンスを当社が⼀括調達し、⾃社製品と組み合わせて提供する場合があ
る。当社の提供価値及び収益の源泉は⾃社開発ソフトウェアのライセンス及び保守にあり、これらの調達はその稼働環境を整えるための付随的なものである
注2: 当社は、要件定義からのスクラッチ開発呃受託開発呄及び⼈⽉単価による役務提供は⾏っておらず、提供するのは標準製品としての⾃社プロダクトである
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ビジネスモデル：SaaS／On叕Premを顧客ニ垪ズに応じて提供

12

顧客が選べる提供形態
SaaS呃クラウド呄
当社が運⽤するクラウド上で、
すぐに利⽤を開始できる形態

主なニ垪ズ 短期導⼊・全社展開を重視する顧客

On叕Prem呃顧客環境に構築呄
顧客の社内システム環境に当社製品を
構築して提供する形態

主なニ垪ズ 機密情報を外部に出せない⾦融・公共

併⽤呃両⽅を利⽤呄
部⾨・⽤途ごとに2つの形態を
使い分けて利⽤する形態

主なニ垪ズ 部⾨ごとに要件が異なる⼤企業

どちらの形態でも、製品・技術基盤・開発体制・サポ垪ト体制は共通 ─ SaaSとOn叕Premを別々の事業として切り離してはいない

売上の種類と、売上が計上されるタイミング
ショット収益呃⼀時売上呄 導⼊時に⼀度だけ発⽣

内容
導⼊時の初期費⽤・構築費、
呃On叕Premの場合呄ライセンスフィ垪、顧客の要望に応じ
たカスタマイズ開発、導⼊コンサルティング

計上のタイミング 導⼊時に計上呃構築費は会計上、導⼊時から数ヵ⽉にわたり
期間按分して計上呄

SaaSの場合 初期費⽤ 30万円叟

On叕Premの場合 構築費呃プロジェクト単位の⼤型受注呄、ライセンスフィ垪

リカ垪リング収益呃継続売上呄 契約が続く限り毎⽉発⽣

内容 ⽉額ライセンスフィ垪呃定額囙利⽤量に応じた
従量課⾦呄、メンテナンスフィ垪

計上のタイミング 契約期間を通じて、毎⽉継続的に計上呃解約がない限り翌期
以降も積み上がる呄

SaaSの場合 ⽉額費⽤ 30万円叟呃ユ垪ザ垪数無制限呄囙従量課⾦

On叕Premの場合 メンテナンスフィ垪

注1: 上記のSaaS価格は標準的な提供時の価格であり、利⽤規模・要件に応じて個別に設定しております
注2: いずれの提供形態においても、導⼊後の定着・活⽤拡⼤を⽀援する伴⾛型コンサルティングを別途提供しており、当該収益はショット収益に含まれます

SaaSとOn叕Premは別々の事業ではなく、同じ製品を顧客の要件に合わせて異なる形態で提供



Copyright 喡 2026 by Allganize. All rights reserved.

売上計上イメ垪ジ：ショット収益とリカ垪リング収益

13

SaaS

ショット収益呃初期費⽤等呄 リカ垪リング収益呃定額呄

イメ垪ジ図

1年⽬ 2年⽬ 3年⽬

利⽤量に応じた従量課⾦
呃アップセルやLTV上昇施策でアップサイド呄

※ 初期導⼊費⽤、ニ垪ズに応じたカスタマイズ・コンサルティングフィ垪の計上も有

On叕Prem

ショット収益呃構築費、ライセンス呄 リカ垪リング収益呃保守呄

イメ垪ジ図

1年⽬ 2年⽬ 3年⽬

2次契約・追加構築でアップサイド

※ 構築費に関して、会計上は導⼊時から数ヵ⽉の期間按分計上
※ ニ垪ズに応じたコンサルティングフィ垪の計上も有

SaaS: 導⼊の初期費⽤に加え、⽉額の定額囙利⽤量に応じた従量課⾦が継続的に発⽣
On叕Prem:導⼊時に構築費、ライセンス費を計上し、以降はメンテナンスフィ垪が継続的に発⽣

注: サ垪ビスごとの性質に照らした収益構造をモデルとして⽰したイメ垪ジ図であり、当社の現在⼜は将来の業績を⽰し⼜は⽰唆するものではなく、したがって、将来の売上⾼・売上総利益について保証するもので
はありません

リカ垪リング収益呃従量課⾦呄
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※ ロ垪コ垪ド/ノ垪コ垪ドプラットフォ垪ムソリュ垪ションのうち、AIアプリの
開発に特化したソリュ垪ションの売上⾼呃2024年度実績呄が国内⾸位

14

社内ドキュメント対応 Deep Research

インプット

リサ垪チトピックを⼊⼒

参照ファイルのアップロ垪ド

参照したい関連ファイルをアッ
プロ垪ド

LLM呃テキスト⽣成呄

下記のモデルを使⽤して応
答を⽣成

モデル

LLM呃要約呄

前⼯程の結果をベ垪スに要
約を⽣成

アプトプット呃応答呄 アプトプット呃要約呄

開始

終了 終了

出典：2025年6⽉発刊 デロイト ト垪マツ ミック経済研究所 叽ロ垪コ垪ド/ノ垪コ垪ドプラットフォ垪ムソリュ垪ション市場動向 2025年度版叾
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サ垪ビス概要：⽣成AI・AIエ垪ジェントプラットフォ垪ム
叽Alli LLM App Market叾

⽣成AIによる回答⽣成とAIエ垪ジェント型LLMアプリ呃⼿順を⾃ら判断して複数の作業をこなすAI。
質問に答えるだけの従来型AIとの違い呄により、誰でも容易に業務の⾃動化とビジネス課題の解決を
実現

1
• 規程・ポリシ垪⽂書、業務マニュアル、 社内FAQなど、

⼤量の社内デ垪タを学習したAIに⾃由に質問が可能
• RAG呃検索拡張⽣成呄により、信頼性の⾼い回答を提供

ユ垪ザ垪からの質問対応・情報提供

2
• Alliのアプリマ垪ケットから必要なアプリを実⾏し、繰り返し業務を⾃動化
• 複雑な業務もAIエ垪ジェントが正確かつ⼀貫して処理。

ヒュ垪マンエラ垪を排除し、迅速で⾼精度な意思決定に集中可能

AIエ垪ジェントによる業務⾃動化

3
• 業務に最適なアプリが存在しない場合でも、Click 喞 Dragで直感的に

設計可能
• Alliのアプリビルダ垪により、複数のLLMを活⽤しながらビジネスニ垪

ズを反映したアプリを構築
• 複雑なコ垪ディング不要で、LLMアプリを容易に開発・運⽤可能

ノ垪コ垪ドAIアプリビルダ垪

15

ディ垪プリサ垪チ ラグエ垪ジェント

⼤規模なExcelデ垪タ内の情報を、正確かつ迅速に分
析します
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エンタ垪プライズ向けLLMアプリの活⽤事例①
保険業界⽤特化エ垪ジェント

顧客からの事故報告

顧客の加⼊済みの保険ポリシ垪を瞬時に参照・分析

保険の対象／保険の対象外／⼀部保険対象を⾃動判定

判定結果は保険ポリシ垪に基づいた叽判断根拠叾を付与して提⽰

保険業界特化型エ垪ジェントにより顧客からの事故報告をベ垪スに保険の対象かどうかについて瞬時
に判断根拠を付与して提⽰が可能。オンプレミス／プライベ垪ト環境での構築やアクセス権限管理・
監査ログなど、エンタ垪プライズの要件にも対応

迅速かつ正確な保険査定⽀援

！

16
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エンタ垪プライズ向けLLMアプリの活⽤事例②
基幹システム呃ERP呄エ垪ジェント

毎⽇数万件に及ぶ注⽂書呃PDF等呄を
AIがリアルタイム解析

ERP上の部品マスタ垪と照合し、
未登録部品を⾃動検出し新規登録

注⽂書の価格情報とERPを⽐較。価格の齟齬や
適⽤開始時期をマスタ垪情報に合わせ⾃動修正

マニュアル作業をゼロにし、
サプライチェ垪ンのデ垪タ整合性を維持

ERP特化型エ垪ジェントが注⽂書をリアルタイム解析し、部品マスタ垪照合から価格修正まで⾃動化。
機密情報は学習に利⽤せず、オンプレ／閉域構築でエンタ垪プライズ要件にも対応

注⽂処理の完全⾃動化

17
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サ垪ビス概要：Vibe Codingプラットフォ垪ム
叽 Alli Coworker 叾

AIエ垪ジェント

Webアプリ

Webサイト

デ垪タ連携スクリプト

改善が必要な点や機能の追加などを
チャットで指⽰することで最適化を繰り返す

Alli LLM App Marketのアプリとも
連携可能

AIとのチャットで、⾼度なWebとMobileアプリを⾃動⽣成。⼤企業の本番運⽤に特化したVibe 
Codingプラットフォ垪ム。

バ垪ジョン管理 アクセス・権限管理
⽣成コ垪ドの脆弱性チェック

呃例呄

嚹のためのダッシュボ垪ドを
作成して

嚹を実⾏する
AIエ垪ジェントを作成して

AIが⾃動でコ垪ディングし
⾃動⽣成

開発知識不要
⾃然⾔語での⼊⼒

エンタ垪プライズ利⽤に
最適なセキュリティ

18
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Alli Coworker 活⽤事例：
監査法⼈が現場で内製した業務アプリ

開⽰チェックから監査調書・分析コメント⽣成まで、監査法⼈のスタッフ⾃⾝がエンジニア
不在で多数の実務アプリを内製・運⽤

19

注1: 当社のサ垪ビスを利⽤する特定の顧客に関する事例を⼀例として記載したものであり、課題、選定ポイント、成果等につき、現在⼜は将来のその他の顧客において同様にあてはまるものではなく、
 また⼀般化できるものでもない
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サ垪ビス導⼊と運⽤を定着させるための伴⾛型コンサルティング提供

コンサルティングメニュ垪

AI導⼊嚹全社展開・⾼度化まで⼀貫して伴⾛。フェ垪ズ最適化により顧客成功とLTVを最⼤化

導⼊加速プラン 精度向上プラン リリ垪ス⽀援プラン 運⽤⽀援プラン 運⽤伴⾛プラン

1ヵ⽉嚹 2ヵ⽉嚹 1ヵ⽉嚹 2ヵ⽉嚹 3ヵ⽉嚹
嚞αのメニュ垪で

導⼊準備をご⽀援
回答⾃動⽣成の
精度向上を実現

リリ垪スに伴う
社内展開を積極サポ垪ト

運⽤フォロ垪と
活⽤促進の提案

運⽤を包括的に
積極ご⽀援

導⼊部⾨向け社内説明会
呃1回呄

課題ヒアリング、
適⽤業務提案、効果試算、

ロ垪ドマップ作成

精度向上⽀援
呃RAG最適化、プロンプト改修な

ど呄

管理者向けワ垪クショップ
呃1回呄

作成者向けワ垪クショップ
呃1回呄

フォロ垪MTG
呃1回呄

⽉次利⽤レポ垪トの提供

デ垪タに基づく利⽤改善の提案

アプリ改修、ひな形作成の提案

上記に関するMTG
呃⽉1回嚠2ヵ⽉呄

叽運⽤⽀援プラン叾の内容

専任コンサルタントの設置

⾃⾛できるしくみづくり

運⽤·ユ垪ザ垪窓⼝担当からの
問い合わせ対応呃メ垪ル、お電話呄

上記に関するMTG
可⽉1回嚠3ヵ⽉台

導⼊期嚹リリ垪ス期に
おすすめ

導⼊期嚹拡⼤·運⽤期に
おすすめ リリ垪ス期におすすめ 拡⼤·運⽤期におすすめ

アプリ/AIエ垪ジェント
作成プラン

お客様のニ垪ズに合わせてアプリ·AIエ垪ジェントを作成します。アプリ·AIエ垪ジェントの要件定義嚪作成嚪動作検証をサポ垪トいたします。

Single Action / Conversation / Agent / API連携

20
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エンタ垪プライズのAI導⼊の3つの課題と解決のための6要件

エンタ垪プライズAIの導⼊には上記6要件を呇同時に呈満たすことが必要

1 2 43 5 6

エンタ垪プライズのAI導⼊には3つの課題が存在。課題を解決し叽実際に動く叾AIはChatGPT等の汎⽤
LLMをそのまま導⼊するだけでは⾜らず、下記6要件全てを同時に満たす必要がある

サ垪ビスの提供形態 LLMの選択と切替 フルスタックでの提供

Agentic RAG ⼤規模デ垪タ処理 回答根拠の可視化

内部デ垪タの処理

カスタマイズが必須

本番運⽤の⾼い壁
⾼い精度/運⽤/保守のレベル

セキュリティ制約

機密情報等の取り扱い

課題解決の6要件

エンタ垪プライズAI導⼊の3つの課題

1 2 3

4 5 6

22

注1: エンタ垪プライズAIの課題とその解決のための条件に関する当社の認識及び分析
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SaaS専業

SaaS及びOn叕Prem双⽅のメリットを活かしたサ垪ビス設計

セキュリティ制約

内部デ垪タの処理

本番運⽤の⾼い壁

組織体制

当社はSaaSで鍛えた運⽤⼒を顧客ごとのセキュリティ要件及び内部デ垪タの活⽤を充⾜させるOn叕
Prem環境でも提供可能。SaaS/On叕Prem双⽅においてFDSEを配置した上で、プラットフォ垪ムエン
ジニアリングを実現

お客様A お客様B

プラットフォ垪ム
エンジニアリング

On叕Prem専業

お客様A お客様B

FDSE FDSE

競合他社
SaaS

お客様A お客様B

FDSE FDSE

プラットフォ垪ムエンジニアリング

当社

サ垪ビスの提供形態1 2 3 4 5 6

On叕Prem
競合他社

プラットフォ垪ム
エンジニアリング

により運⽤を標準化

On叕Premでのカスタ
マイズを標準機能化

23

注: サ垪ビス提供形態ごとの特性に関する当社の認識及び分析を⽰したイメ垪ジ図
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SaaSとOn叕Premの完全な両⽴ 受 プラグイン設計
1 2 3 4 5 6 サ垪ビスの提供形態

SaaSとOn叕Premの双⽅をダブルメンテナンス無しで同時提供可能であることが当社の最⼤の競合優
位性。プラグイン・ア垪キテクチャにより、⼈員数に⽐例させずにエンタ垪プライズ毎のカスタマイ
ズ要件を充⾜可能

SaaSとOn叕Premではインフラのスケ垪リ
ング⽅式・利⽤ライブラリ・モニタリング
⽅式が⼤きく異なる

単⼀基盤での管理は技術難易度が⾼く、
通常は叽ダブルメンテナンス叾呃⼆重開発・更新遅延・⾼コスト呄に陥るため、
効率的にSaaSとOn叕Prem双⽅を両⽴して提供することは困難

当社の解決策

プラグイン設計 レゴブロック式のプラグイン設計でダブルメンテナンスを回避
標準化したコアドメインと顧客ごとのカスタマイズのための⼀般ドメインを分離

技術的な⾼い壁

顧客ごとのカスタマイズ 当社の優位性を標準化

認証・SSO／暗号化／⽂書処理／
メ垪ル／UI等

回答⾃動⽣成／RAG／
LLM・Agentビルダ垪等

⼀般ドメイン コアドメイン

メリット
• 初級エンジニアでも迅速・容易にカスタマイズ可能
• On叕Prem顧客であっても最新のupdateを利⽤可能
• ⼈員を⽐例的に増やさずにスケ垪ル可能

効率的・効果的に顧客のカスタマイズ要求に対応可能プラグイン設計プラグイン設計

24
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1

2

特定LLMモデルへのロックインを回避
LLMの選択と切替1 2 3 4 5 6

エンタ垪プライズにとって特定のLLMモデルへのロックインを回避し、適宜優れたLLMモデルに切り
替えられるフレキシビリティを確保することが重要

⼤規模な追加投資が必要
より優れたオ垪プンソ垪スLLMが出現しても、ア垪キ
テクチャの上位レイヤ垪を全て変更する必要があり、
初期投資が無駄になる

LLMの進化スピ垪ドが速くモデル変更の蓋然性が⾼い
LLM領域では、Agentなどの新技術が急速に進化。迅
速なモデルの切替は不可避

既存プロプライエタリモデルへの依存の弊害
ChatGPT Enterpriseなどで構築した場合、

将来的なモデル変更に⼤きな障壁が発⽣

LLMロックイン

モデルの即時切替・マルチモデル対応
SaaS／On叕Prem環境に関わらず、モデル間の柔軟な切り

替えに即座に対応可能なア垪キテクチャを提供

⼤規模な追加投資無しで対応可能
モデルに依存しないア垪キテクチャであるため最低限
のコストで切替可能

迅速にモデルの切替が可能
最も適したLLMへ即時ファインチュ垪ニングするのみ
で迅速にモデルを交換可能

当社の解決策

モデルの柔軟性と最適化

1

2

エンタ垪プライズ導⼊の懸念点

25
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フルスタックでのサ垪ビス提供によりエンタ垪プライズ要求を充⾜

26

LLMs 社内デ垪タ連携 インフラ フレ垪ムワ垪ク Agent 喞 App Market

LLM開発に必要な機能を⼀気通貫で提供可能

⼤量⽂書の取り込み

Agentic RAG

コ垪ディングエ垪ジェント
エンジン

LLM Ops

k8s 管理

企業⽤検索Agent

デ垪タ分析Agent

セ垪ルスAgent

法務Agent

財務Agent

コ垪ドバ垪ジョン管理

ノ垪コ垪ドAgentビルダ垪

セルフヒ垪ラ垪

セキュリティ

権限管理

ユ垪ザ垪管理

ERP／CRM／Support

⽂書およびデ垪タベ垪ス

コミュニケ垪ション

オンプレミス／
プライベ垪トクラウド

パブリッククラウド

SAP Salesforce

Hubspot Zendesk

Google
Drive

Drop
box

Share
Point

Confluence HTML5 SQL

One
Drive

Gmail Outlook Calendar

Slack Teams

当社独⾃のLLM

OpenAI

Anthropic

Google

フルスタックでの提供1 2 3 4 5 6

オ垪プンウェイトLLM

SaaS On叕Prem SaaS On叕Prem SaaS On叕Prem SaaS On叕PremOn叕Prem

SaaS

LLMの選定からAgentの実装までLLM開発に必要なフルスタックのサ垪ビス提供が可能。
LLM以外のレイヤ垪は全て当社が開発。他社に依存するのは他社LLMを活⽤する場合のみ

注: ⽩い枠は当社が開発・提供する機能、グレ垪の枠は他社が提供するもの呃他社LLM・顧客が既に利⽤している連携先システム台。連携先と接続するコネクタは当社が開発している
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実運⽤環境の叽messy data叾に強いAgentic RAG
実際の業務⽂書は、部署ごと・年度ごとに規程が分かれている。当社のAgentic RAGは
情報の分布と質問の意図を理解し、適切な回答を導き出す。

前提 社員からの⼈事規程に関する問い合わせに答えるAIエ垪ジェント呃HR質問対応呄を例に説明

社内には叽インタ垪ンへの貸与パソコンの規程叾が1つではなく、複数存在する

所属チ垪ムで異なる
呃開発チ垪ム／デザインチ垪ム呄

⼊社年度で異なる
呃2025年⼊社／2026年⼊社呄

改訂前の古い規程も
⽂書として残っている

圈 叽インタ垪ンに⽀給するパソコンは？叾
という質問だけでは、答えは⼀つに定ま
らない

従来のRAG ⼀度の検索で、そのまま答える

社員 インタ垪ンに⽀給するパソコンは？

… 呃複数ある規程のうち、最も近い1件をそのまま採⽤呄

AI MacBook Airです。

誤答 実際にはデザインチ垪ム・旧年度の規程だった。どの規程を⾒るべ
きかを確認しないまま答えてしまう

当社のAgentic RAG ⾜りない情報を⾃ら聞き返す

社員 インタ垪ンに⽀給するパソコンは？

… これだけでは規程を特定できないと⾃ら判断し、聞き返す

AI 所属チ垪ムと⼊社年度を教えてください。

社員 2026年⼊社の開発チ垪ムです。

AI 2026年⼊社の開発チ垪ムには MacBook Pro M5 Max を⽀給しま
す。

正答 該当する規程を⼀意に特定したうえで回答するため、部署別・年度
別に分かれた⽂書でも誤らない

顧客業務での価値 実際の社内⽂書は、部署別・年度別・改訂履歴別に分かれているのが通常。叽質問だけでは答えが定まらない叾状況で誤答しないこ
とが、AIを実業務で使えるかどうかを分ける

27

Agentic RAG 1 2 3 4 5 6

注: 本⾴の事例は、当社のAgentic RAGの動作を説明するために作成したものである
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⼤規模デ垪タを取りこぼしなく処理する独⾃の仕組み

⼤規模デ垪タの取扱は困難
LLMは適切な⻑さのテキストの処理には強いものの、
100万件のエクセルデ垪タ、500MBのワ垪ドなど
⼤規模なファイルを叽取りこぼし叾なく処理するのは困難

⼤規模デ垪タを取りこぼしなく処理する仕組み

⼤規模デ垪タ処理1 2 3 4 5 6

当社は⼤規模なデ垪タを細かく分割して同時に処理し、結果を⼀つに統合する独⾃の仕組みにより、
エンタ垪プライズの有する⼤規模で複雑なデ垪タを安定的に取り扱い可能

分割・同時処理・統合で対応
当社はデ垪タ処理の信頼性を⾼めるため、
この処理⽅式をノ垪コ垪ドのワ垪クフロ垪に統合

これにより、
⼤規模デ垪タを確実に分割・並列処理・集約し、
処理の安定性・デ垪タ整合性を⾼い⽔準で実現

当社の解決策

既存LLMの課題

28
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原⽂全体へのリンクのみでは参照箇所が特定しづらい

回答根拠を原⽂レイアウトのまま表⽰することにより、ユ垪ザ垪は直観的に理解が可能。
ハルシネ垪ション呃AIが事実と異なる内容をもっともらしく答えてしまう現象呄のリスクを
⼤幅に軽減

当社他社

回答根拠の可視化によりハルシネ垪ションリスクを最⼩化

原⽂のレイアウトそのままで回答の根拠を表⽰

回答根拠の可視化1 2 3 4 5 6

29

注: 他社は2026年6⽉ChatGPTにてGPT5.5モデルを利⽤してテスト
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⼈材を育てることで実現する持続的なAI技術⼒

嚝2025年度インタ垪ン採⽤嚜

インタ垪ン応募者数 357名

インタ垪ン採⽤者数 13名

正規雇⽤社員数 3名

正規雇⽤社員数／インタ垪ン応募者数囊0.8嚵

当社の韓国市場でのブランド 実戦型AIエンジニア教育プロセスを体系化

⽇⽶韓に亘るグロ垪バルな開発体制が特徴。韓国で採⽤したインタ垪ン・ジュニア⼈材を体系的な社
内教育で⾼度なAIエンジニアへ育成

クロスオンボ垪ディング
AIの技術だけではなく製品全体の技術スタック
を理解し、AIをシステムとして統合する視点を
養う

AIコアトレ垪ニング喞開発
LLM学習、モデル評価、エ垪ジェント開発、
RAG構築等の多様な業務を内部で経験

RAG研究・評価・⾼度化
最新のRAG技術の追求から評価指標の確⽴まで、
技術的深みを追求するフェ垪ズ

実戦評価喞モデル最適化
顧客サイトの現働デ垪タを⽤いた実戦。現場の
課題を技術で解決し、モデルを最適化

1

2

3

4

実戦型AI企業 ⾼度な志願層 成⻑環境の提供
研究に留まらず、
市場で収益を上げ
る実利的なイメ垪
ジが定着

実務志向の強いAI
エンジニアや論⽂
著者、コンテスト
受賞者が多数志願

最先端の技術ス
タックとグロ垪バ
ルな実デ垪タに触
れられる環境が
魅⼒

30
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個別対応と標準化の好循環が競争優位の強化と⽣産性向上を実現

31

案件の蓄積を通じて標準機能が拡充し、後続案件の構築⼯数が逓減

個別対応
呃カスタマイズ/
コンサルティング呄

標準化
呃プラットフォ垪ム呄

提供⼒の向上案件数・単価の拡⼤

共通ニ垪ズを抽出し
標準機能へ実装

標準機能の再利⽤により
構築⼯数が逓減

導⼊障壁の低下により
セ垪ルスサイクルが短縮

新規案件から得られる要件が
次の標準化の対象として蓄積

• FDSE／PMが顧客ごとの
カスタマイズ要件を実装

• 標準機能の充実により、より付加価
値の⾼い領域に注⼒可能

• 個別対応で得た共通機能をSaaS／
On叕Prem双⽅の標準プロダクトへ
取り込み

• 1案件あたり構築⼯数の逓減

• 標準機能の実績蓄積により、顧客側
の導⼊前検証の負荷が軽減

• 標準機能の適⽤範囲の拡⼤により、
個社開発を要する範囲が縮⼩

• セ垪ルスサイクルの短縮による
案件数の増加

• ⾼付加価値領域への注⼒による
⼀社あたり単価の上昇

個別対応と標準化の相乗効果により構築⼯数が逓減し、⼈員増に依存しない収益拡⼤を実現
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FDSE数に⽐例的に依存せずにスケ垪ル可能
プラグインによる開発効率と、AIメンタ垪による実践型教育が顧客基盤の拡⼤を⽀える

顧客固有の機能をプラグイン化
共通機能を再利⽤し、個別開発を効率化

プラグイン設計による効率的なカスタマイズ性

回答⾃動⽣成／RAG／LLM・Agentビルダ垪等

コアドメイン呃標準化済み呄

認証・SSO／暗号化／⽂書処理／メ垪ル／UI等

⼀般ドメイン

プラグイン

初級エンジニアでも迅速・容易にカスタマイズ可能

AIメンタ垪を活⽤したFDSE育成

/onboard コマンドでAIメンタ垪が
教材による実習を開始

実際のfield叕onboarding教材

AIによる
実演・説明

教育⽣が
実機で実習

結果・理解を
チェック

実習で得た知⾒を、上記教材に反映

32
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2,941

19,809

2024年 2030年呃予測呄

185

1,383

2024年 2030年呃予測呄

54

371

2024年 2030年呃予測呄

955

6,333

2024年 2030年呃予測呄

エンタ垪プライズ⽣成AI市場はグロ垪バルで急成⻑

5年CAGR 
38.4嚵

5年CAGR 
40.9嚵

5年CAGR 
38.1嚵

5年CAGR
 38.8嚵

エンタ垪プライズ⽣成AI市場可企業が業務の効率化などのために⽣成AIを導⼊・活⽤する市場呄はグ
ロ垪バルで急拡⼤が⾒込まれる呃5年CAGR 38.4嚵、2024年実績嚹2030年予想が約6.7倍台。
⽇韓⽶も同様の成⻑軌道が想定され、⽇本も⾼い成⻑ポテンシャルを有する

グロ垪バル市場
百万USD

⽇本

韓国

⽶国

百万USD

百万USD

百万USD

34

出所: Grand View Research叽Enterprise Generative AI Market叾呃グロ垪バル／⽇本／韓国／⽶国呄。
 2024年は実績値、2030年は同社による予測値であり、CAGRは2025年から2030年までの年平均成⻑率。⾦額は⽶ドル建て呃百万USD呄
  注1: 叽エンタ垪プライズ⽣成AI市場叾とは、企業が業務の効率化や品質向上を⽬的として⽣成AIを導⼊・活⽤する市場をいう。企業向けに提供される⽣成AIのソフトウェア及びその 
   導⼊・運⽤に関連するサ垪ビスを対象としており、個⼈向けの⽣成AIサ垪ビスは含まない
  注2: 上記の市場規模及び成⻑率は出所における調査・予測であり、当社の業績を⽰し⼜は保証するものではない



Copyright 喡 2026 by Allganize. All rights reserved.

⽇本*1 韓国*2 ⽶国*3

• SaaS中⼼
• 各領域のメガエンタ垪プライズ中

⼼の顧客基盤
• 機密情報を取り扱う⾦融・公共領

域の顧客からも確固たる信頼を
築く

• 少⼦⾼齢化に伴い、⽣産年齢⼈⼝
が2020年から2070年までに約
3,000万⼈減少する⾒込み

• 業務の⾃動化·効率化に対する
ニ垪ズが⾼い

• On叕Prem中⼼
• 機密情報を取り扱う⾦融・公共の

お客様中⼼
• 当社は政府が選抜した4チ垪ムの

⼀つであるUpstageコンソ垪シア
ムの⼀員として国家AIエコシステ
ムの中核を担う*4

• 政府主導の叽ソブリンAI叾政策によ
る国家 戦略的⽀援の加速

• ⼤規模AIインフラ投資呃デ垪タセ
ンタ垪、GPU等呄の進展

• SaaS中⼼
• ⽶国における最新のテックトレン

ドの把握が可能

• 業務⾃動化・意思決定⾼度化を⽬
的としたEnterprise AI導⼊の本
格化

• 世界最⼤規模の⺠間投資とAIテッ
クエコシステムの集積

• ⾦融、製造、保険など全産業横断
でのAI活⽤拡⼤

地域別⽣成AI市場状況

当社ビジネスの
特徴

市場の
成⻑ドライバ垪

35

*1: ⼀般社団法⼈電⼦情報技術産業協会 可JEITA台 向注⽬分野に関する動向調査2023吒
*2: https://www.gttkorea.com/news/articleView.html?idxno嚢7239
*3: https://www.marketresearchfuture.com/reports/us叕enterprise叕artificial叕intelligence叕market叕15522
*4 : https://zdnet.co.kr/view/?no嚢20260119103718
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地域別⽣成AI市場状況
⽇韓とも国家主導でAIの社会実装を加速。いずれも公共・⾦融など機密情報を扱う領域が起点となっ
ており、On叕Prem対応と⽇韓双⽅での提供実績を持つ当社に事業機会が⽣じている

⽇本のAI政策
罰則を伴わない推進型の法制度と、
政府⾃らの導⼊により実装が加速

法制度 叽AI推進法叾を2025年6⽉に公布。罰則を伴わない推進型で
、企業の⾃主的な活⽤を後押し*1

国家計画 叽⼈⼯知能基本計画呃第Ⅱ期呄叾を2026年7⽉に閣議決定。
AX呃AIトランスフォ垪メ垪ション呄を中核に据える*1

政府⾃らの実装 政府向け⽣成AI叽源内叾を約18万⼈の職員が利⽤。地⽅⽀分
部局へ拡⼤し、オ垪プンソ垪ス化により⾃治体へ横展開*2

当社の事業機会
政府・⾃治体の本格導⼊により、機密情報を扱う環境でのOn叕Prem需要
の拡⼤が期待される
共通基盤の整備が進むほど、その上で動く業務アプリ・AIエ垪ジェント
の需要が⽣じる

韓国のAI政策
包括的なAI法を世界に先⾏して全⾯施⾏。

公共調達でのAI優先考慮を義務化

法制度 叽AI基本法叾を2026年1⽉に施⾏。包括的なAI法として世界
に先⾏*3

公共調達 2026年7⽉施⾏の改正により、国・⾃治体・公共機関は調
達時にAI製品・サ垪ビスを叽優先的に考慮叾する義務*3

投資と⽬標 2026年の政府AI予算は9.9兆ウォン呃前年の約3倍呄。
2030年までに公共部⾨のAI活⽤率95嚵を⽬標*4

当社の事業機会
公共調達におけるAI優先考慮の義務化により、公共案件のパイプライン
の拡⼤が期待される
国産AI基盤モデル開発プロジェクト呃4チ垪ム呄のうちUpstageコンソ垪
シアムに参画し、RAG実装を担当*5

36

*1: 内閣府叽AI戦略叾呃AI推進法は2025年5⽉28⽇成⽴・6⽉4⽇公布、⼈⼯知能基本計画呃第Ⅱ期呄は2026年7⽉14⽇閣議決定呄 https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/index.html
*2: デジタル庁叽ガバメントAI呃源内呄の展開状況叾呃2026年5⽉公表資料呄 https://www.digital.go.jp/
*3: 韓国叽⼈⼯知能基本法叾2026年1⽉22⽇施⾏。公共調達に係る改正呃国・⾃治体・公共機関のAI製品優先考慮呄は2026年7⽉21⽇施⾏
*4: 韓国政府の2026年AI関連予算は9.9兆ウォン呃2025年3.3兆ウォンの約3倍呄。AI活⽤率⽬標は韓国政府の国家AI戦略による
*5: 当社は同プロジェクトにおいてUpstage社のコンソ垪シアムに参画し、基盤モデルのRAG実装を担当している
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各産業トップ企業の採⽤による
信頼度向上

• 設⽴時より同ポジショニング確保
のための営業を継続

• 多数のエンタ垪プライズ事例によ
る業界からの信⽤

AIの内製化を⽬指す
情シス部⾨と伴⾛する

サ垪ビス提供形態

• 顧客の情シス部⾨が⾃らAIを開発・運
⽤できるよう、当社はプラットフォ垪
ムと技術⽀援を提供

• 要件定義・開発・運⽤は顧客やパ垪ト
ナ垪が担う役割分担型の契約呃例：⼤
⼿SIerが構築・保守を担当呄

当社エンタ垪プライズ営業の特徴

38

エンタ垪プライズ向けの
製品設計

• セキュリティ、監査要件
• デ垪タガバナンス、権限管理
• 既存システムとの連携
• 必要に応じた技術・伴⾛⽀援など

営業⼒に頼らず、設計と提供形態でエンタ垪プライズの信頼を獲得。業務起点の製品進化により競争
優位を拡張
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エンタ垪プライズ・公共機関を中⼼とした顧客基盤

公共機関 国内政府機関A /  国内政府機関 B/  国内政府機関C / 静岡市 / 韓国政府機関 / 韓国軍隊機関 / Oklahoma 
Bureau of Narcotics

⾦融・保険 三井住友銀⾏ / ⼤和証券グル垪プ / SMBC⽇興証券 / Samsung ⽕災保険 / 三井住友カ垪ド / 第⼀⽣命保険
/ 第⼀ライフテクノクロス / 明治安⽥⽣命 / Industrial Bank of Korea / Hana Securities / Woori Investment 
喞 Securities / Hyundai Motor Securities / OK Financial Group / Korea Securities Finance / 三井住友ファイ
ナンス喞リ垪ス / au損害保険 / ⾜利銀⾏ / 広島銀⾏ / 三島信⽤⾦庫 / 中央労働⾦庫

製造・科学・素材 Meiji Seika ファルマ / 三菱化⼯機 / 三菱ケミカルシステム / DM三井製糖 / Glicoグル垪プ / Hyundai Steel / 
LX Hausys / COSMAX / Geospace Technologies / PANASIA / Solarcraft

エネルギ垪・インフラ J叕POWER / 韓国⼟地住宅公社呃LH呄/ KEPCO KDN

通信・IT・SI NTTドコモ / KDDI /  KT/ SK AX /  Hyundai AutoEver / ⽇⽴ソリュ垪ションズ / ⽇鉄ソリュ垪ションズ / 
JSOL / SCSK / インボイス / INNOCEAN / Jobis / ANT

運輸・建設・不動産 ANA / JR九州 / White Lodging Services / 東京地下鉄 /  中央⽇本⼟地建物 / ⼩⽥急ビルサ垪ビス

商社・流通・サ垪ビス 良品計画 / Kodak Moments / パ垪ソルコミュニケ垪ションサ垪ビス / パ垪ソルキャリア / サ垪キュレ垪
ション / ディ垪エムエス / トムス・エンタテイメント / Service Ace

エンタ垪プライズを中⼼とした確固たる顧客基盤を確⽴。機密情報を扱う多数の公共・⾦融機関等か
らも信頼を構築

39

注: 代表的な⼀部のお客様のみ記載しています
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成⻑ドライバ垪： ARPAの向上嚠 契約社数の増加
当社の成⻑は 叽1社あたり売上⾼呃ARPA呄の向上叾 と叽契約社数の増加叾との掛け合わせで実現。直近1年
間では両者の伸⻑により、契約社数嚠ARPAは約1.6倍に拡⼤

契約社数

210社 圈 240社
嚞30社呃嚞14.3嚵呄

嚠

ARPA呃1社あたり売上⾼呄

4.9百万円 圈 6.8百万円
嚞38.8嚵

囊
ARPA 嚠 契約社数呃参考値呄

1,036百万円 圈 1,643百万円
約1.6倍

2025年6⽉末 圈 2026年6⽉末 増加額607百万円に対する寄与率呃参考呄：ARPA向上66嚵／契約社数増加24嚵／相乗10嚵

契約社数を増やす 
 新たな顧客を獲得する

ARPAを⾼める  
既存顧客あたりの売上を伸ばす

41

サ垪ビス戦略 販売推進戦略 / 地域戦略

3軸の成⻑戦略

注1: 契約社数はOn叕PremとSaaS両⽅の合算呃代理店経由の場合はエンドユ垪ザ垪企業数をカウント呄。
ARPAは各時点のアクティブ顧客における過去1年間の売上⾼を、同時点のアクティブ顧客数呃囊契約社数呄で除し、⼩数点第2位を四捨五⼊して算出。ともに未監査

注2: 叽ARPA嚠契約社数叾は各時点でのアクティブ顧客における過去1年間の売上⾼を⽰す。契約社数210社圈240社、ARPA4.9百万円圈6.8百万円の変化に基づき、増加額を契約社数増加要因148百万円
 吃呃240另210呄嚠4.9各、ARPA向上要因402百万円吃210嚠呃6.8另4.9呄各、相乗要因57百万円吃呃240另210呄嚠呃6.8另4.9呄各に分解。寄与率は各要因額を総増加額607百万円で除して算出。
 端数処理のため、表記上の計算結果は必ずしも⼀致しない
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当社の成⻑戦略：
3つの柱でグロ垪バルAIプラットフォ垪ムへと進化

地域戦略

サ垪ビス戦略販売推進戦略

更なる多国化展開

既進出市場での展開ノウハウ活⽤による
更なる多国化展開

各国の⾦融・公共領域への優先的な進出

各国において⾦融・公共機関など機密情報を
取り扱う領域への優先的な進出

クロスセル推進と分野別ソリュ垪ション

• Alli LLM App MarketとAlli Coworkerの
相互クロスセル

• Alli Finance LLM等の提供

顧客ロックイン強化・契約規模拡⼤
• 顧客の社内デ垪タ及び

業務システムとの連携深化
• On叕Prem化・全社展開による

契約規模の拡⼤

Alli Coworkerを⼊り⼝とした新規顧客の獲得

直販営業体制の強化による新規顧客の開拓

パ垪トナ垪シップによる販売推進

パ垪トナ垪経由での顧客接点の
拡⼤

販売推進戦略・サ垪ビス戦略・地域戦略の3軸で戦略を推進。グロ垪バルAIプラットフォ垪ムへの進化
を⽬指す
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パ垪トナ垪シップによる販売推進：
官公庁・エンタ垪プライズをタ垪ゲットとした拡張

43

共同商品開発1
内容 パ垪トナ垪が⾃社製品・サ垪ビス

に当社のAIを組み込み、⾃らの顧客
基盤へ展開

寄与 パ垪トナ垪製品の販売に応じて、
当社のライセンス収益が積み上が
る

GTM呃市場投⼊呄連携2
内容 官公庁・⾃治体や重点業界におけ

るパ垪トナ垪の市場基盤を活かし、
共同で新規顧客を開拓

寄与 当社の営業⼈員を増やさずに新規
顧客数を拡⼤

基幹システム連携3
内容 ⼤⼿BPO事業者が新規事業として

⽴ち上げるAI BPOサ垪ビスの基盤
に、当社製品が採⽤

寄与 パ垪トナ垪のサ垪ビス拡⼤に⽐例
して当社の利⽤も拡⼤し、個社ご
との営業を要しない

⽇⽴
ソリュ垪ションズ

⽇鉄
ソリュ垪ションズ

KTパ垪ソルビジネス
プロセスデザイン

SCSK
SK 

TelecomTOPPAN

主要パ垪トナ垪

JSOL

パ垪トナ垪が⾃らの市場基盤を活かして新規顧客を開拓し、当社は製品と技術の提供に専念。
営業⼈員を⼤きく増やさずに顧客数を拡⼤できる、販売効率の⾼いモデル

注: 2026年6⽉時点
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販売推進戦略/サ垪ビス戦略：
Alli Coworkerの受注状況

44

2026年4⽉よりサ垪ビス開始したAlli Coworkerは新規顧客開拓の加速のみならず、
既存顧客へのクロスセルプロダクトとして機能

国 業種 SaaS or On叕Prem クロスセル or 新規
⾦融 On叕Prem 新規

⾦融 SaaS 新規

通信 SaaS クロスセル

建設 SaaS 新規

⻝品 SaaS 新規

製造 On叕Prem クロスセル

ホスピタリティ SaaS クロスセル

⾦融・決済 SaaS クロスセル

IT SaaS クロスセル

商社・卸売 SaaS クロスセル

運輸・エネルギ垪 SaaS 新規、クロスセル

製造 SaaS 新規、クロスセル

建設・不動産 SaaS クロスセル

BPO・業務⽀援 SaaS クロスセル

累計受注額 1.69億円呃/29件呄

注: 受注⾦額は、2026年8⽉末までに締結した契約⾦額の累計であり、既にサ垪ビス提供済み・売上計上済みの案件及び今後サ垪ビス提供予定の案件の双⽅を含む。
 将来の契約変更、仕様変更、納⼊・⽀払の遅延等の様々な事情により、実際の売上⾼はこれと⼤きく異なる可能性がある。未監査
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地域・提供形態別売上⾼の推移
⽇本・韓国・⽶国の全地域、ならびにSaaS・On叕Premの双⽅で売上が拡⼤

46

地域別の売上⾼ 百万円 提供形態別の売上⾼ 百万円

219
466

804 773
74

170

448 566

21

47

84
58

314

684

1,336 1,398

2023/9期 2024/9期 2025/9期 2026/9期…

38 57

484 546
276

627

851
852

314

684

1,336
1,398

2023/9期 2024/9期 2025/9期 2026/9期…

⽇本 韓国 ⽶国 On叕Prem SaaS
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ARPAとクロスセル件数の推移
On叕Prem⼤型案件の獲得に加え、他部⾨展開、コンサルティングサ垪ビスの拡⼤、
およびクロスセルの進展が顧客単価向上を牽引し、ARPAが継続的に上昇

47

61

72

87

99

113

2025/9期
3Q

2025/9期
4Q

2026/9期
1Q

2026/9期
2Q

2026/9期
3Q

4.9
5.4

6.1
6.4

6.8

2025/9期
3Q

2025/9期
4Q

2026/9期
1Q

2026/9期
2Q

2026/9期
3Q

ARPA 百万円 クロスセル件数 契約件数

注1: ARPAは各期末時点でアクティブな顧客における過去1年間の売上⾼を、同時点のアクティブな顧客数呃SaaSおよびOn叕Premの合計呄で除して算出
注2: クロスセル件数は各期末時点において、当社が複数の契約を締結している顧客企業との間における当社との契約数の合計数
注3: ARPA、クロスセル件数の数値は未監査
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コスト構造
事業拡⼤に伴うスケ垪ルメリットが顕在化し、コスト効率と収益性が⼤幅に向上

48

項⽬
呃単位：百万円呄

2024/9期 2025/9期 2026/9期
3Q累計

⾦額 対売上⾼
⽐率 ⾦額 対売上⾼

⽐率 ⾦額 対売上⾼
⽐率

売上⾼ 684 叕 1,336 叕 1,398 叕

売上原価 403 59嚵 462 35嚵 503 36嚵

売上総利益 281 41嚵 874 65嚵 895 64嚵

販管費

⼈件費 388 57嚵 391 29嚵 332 24嚵

研究開発費 311 45嚵 319 24嚵 79 6嚵

広告宣伝費 72 11嚵 72 5嚵 57 4嚵

その他 228 33嚵 298 22嚵 189 14嚵

合計 1,000 146嚵 1,081 81嚵 657 47嚵

売上原価囙販管費 1,404 205嚵 1,543 115嚵 1,160 83嚵

営業利益 坔719 叕 坔206 叕 237 17嚵

備考

• セ垪ルス・管理部⾨の⼈件費
• 営業・管理業務の効率化により対

売上⽐率は減少傾向

• AI・エンジニア部⾨の⼈件費等
• 2026/９期より⼀部を資産化。償

却費として売上原価に計上

• 展⽰会及びWeb広告費等
• 売上⽐率は減少傾向

• カスタマ垪サクセス・インフラエ
ンジニアの⼈件費及びクラウド
サ垪バ垪利⽤料等

• 2026/9期より、研究開発費の⼀
部を資産化し売上原価に償却費と
して計上を開始
呃2026/9期3Q累計で96百万円
を資産計上、14百万円を売上原
価呃償却費呄として計上呄

注: 2026/9期3Q累計の各数値並びに2024/9期及び2025/9期の販管費内訳の数値は未監査
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⼀⼈当たり売上総利益は直近12か⽉で15.3百万円まで向上し、⼀⼈当たり営業利益も黒字転換

4.3

11.1

15.3

2024/9期
呃通期呄

2025/9期
呃通期呄

直近12ヶ⽉
呃実績呄

叕10.9 

叕2.6 

2.3 

2024/9期
呃通期呄

2025/9期
呃通期呄

直近12ヶ⽉
呃実績呄

⼈員増に依存しない利益成⻑

49

⼀⼈当たり売上総利益 ⼀⼈当たり営業利益

注1: ⼀⼈当たり指標は各期の売上総利益・営業利益を各期中平均⼈員数呃66名／79名／86名。従業員に加え、役員、フリ垪ランサ垪を含む呄で除して算出
注2: 直近12ヶ⽉は2025年7⽉叟2026年6⽉の実績呃25/9期通期実績嚟前年同期3Q累計囙当期3Q累計呄であり、売上総利益、営業利益ともに未監査

百万円 百万円
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営業・当期純利益の推移
トップライン伸⻑、営業・管理業務の効率化及び研究開発費の資産化による減少等により営業
利益と純利益の黒転達成

50

営業利益 百万円 当期純利益 百万円

叕658
叕719

叕206

237

2023/9期 2024/9期 2025/9期 2026/9期
3Q累計

叕739 叕746

9

407

2023/9期 2024/9期 2025/9期 2026/9期
3Q累計

注: 2026/9期3Q累計の数値は未監査



Copyright 喡 2026 by Allganize. All rights reserved.

AIプラットフォ垪ム企業とのポジショニング
国内のAIプラットフォ垪ム企業は国内のみのサ垪ビス提供にとどまっている⼀⽅、当社は
グロ垪バルに顧客を開拓

国内
AIプラットフォ垪ム

グロ垪バル
AIプラットフォ垪ム

海外市場に
展開

受託開発中⼼

国内市場が
中⼼

プラットフォ垪ム

国内
AI受託開発企業

51

注: AIプラットフォ垪ム業界におけるポジショニングについての当社の認識及び分析を⽰すイメ垪ジ図
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69嚵

116嚵

45嚵 42嚵

AIプラットフォ垪ム企業間の財務数値の⽐較
Rule of 40で測られる成⻑性・収益性の⾼さはAIプラットフォ垪ムの中でもトップクラスの⽔準

グロ垪バル
AIプラットフォ垪ム

国内
AIプラットフォ垪ム

52

Rule of 40

A社 C社 D社B社

可261台嚵

注: 当社の数値は売上⾼成⻑率呃2025/9期3Q累計圛2026/9期3Q累計呄と営業利益率呃2026/9期 3Q累計呄を使⽤。
 ⽐較企業群は売上⾼成⻑率呃直前3四半期累計圛直前3四半期の前年同3四半期累計呄と営業利益率呃直前3四半期累計呄を使⽤
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IPOの⽬的
上場によるメリットを得ること⾃体が⽬的ではない。⽣成AI市場が変曲点を迎える今、事業基盤が
整った段階で上場し、⽇本を基盤としたグロ垪バル成⻑を加速することを上場の⽬的とする

01 市場の変曲点

⽣成AI市場は急速に拡⼤し、エンタ垪プライズ
での本格的な導⼊はこれから加速する局⾯にあ
る。技術・製品の進化も速く、市場の変化に先
んじて投資できるかが今後のポジションを左右
する

圈 先⾏投資の巧拙が競争⼒を決める時期に
ある

02 事業基盤の確⽴

エンタ垪プライズを中⼼に⽇⽶韓で240社の顧
客基盤を構築呃2026年6⽉末呄。技術・ソ
リュ垪ション・顧客基盤が⼀定の安定段階に達
し、黒字を達成した

圈 投資を加速できる⼟台が整った

03 ⽇本市場の構造変化

⽇本では⼈⼿不⾜が深刻化しており、エンタ垪
プライズAIによる⽣産性⾰新の必要性が急速に
⾼まっている。当社は⽇本の⼤企業顧客を多数
有し、この需要に応えられる位置にある

圈 ⽇本市場が最⼤の事業機会となる局⾯

上場を通じて実現すること

プロダクト開発への投資
顧客に提供する技術・ソリュ垪ションの⽔準を引き
上げる

ARPAの向上

営業・パ垪トナ垪体制の拡充
直販とパ垪トナ垪双⽅の開拓⼒を⾼める

契約社数の増加

⽇本を基盤としたグロ垪バル展開
⽇本での実績を起点に、対象地域を広げる

新市場の開拓

上場に伴う効果 上場企業としての信⽤⼒・知名度の向上は、エンタ垪プライズ顧客の獲得と優秀なAI⼈材の確保に直結する。あわせて、透明性の⾼い情報開⽰を
通じ資本市場との⻑期的な信頼関係を構築する

注： 顧客基盤の社数は2026年6⽉末時点の契約社数呃On叕PremとSaaSの合算、代理店経由の場合はエンドユ垪ザ垪企業数をカウント呄。未監査
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上場調達資⾦使途

54

資⾦使途項⽬ 予定⾦額
使途予定時期

具体的な内容
2027年9⽉期 2028年9⽉期 2029年9⽉期

当社連結⼦会社に

おける⼈件費
986百万円 398百万円 588百万円 百万円

販売機会の拡⼤、新規顧客の獲得及び売上⾼の成⻑を実現するた
め、事業拡⼤に応じた優秀な営業、マ垪ケティング、開発及び管
理⼈材の採⽤・育成による体制強化を⽬的とした連結⼦会社にお
ける⼈件費

システム投資費⽤ 345百万円 180百万円 165百万円 百万円
顧客獲得及び既存顧客の利⽤拡⼤を図るため、既存プロダクトの

機能強化、新機能開発を⽬的としたシステム投資費⽤

当社運転資⾦ 31百万円 31百万円 百万円 百万円
当社連結⼦会社における事業拡⼤及び⼈員拡充に伴い、増加する
グル垪プ全体の管理部⾨業務を正確に統括・推進するための当社
管理部⾨における⼈件費

調達総額 1,362百万円 609百万円 753百万円 百万円 叚
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主要なリスク リスク対応策 発⽣可能性 発⽣時期

AI関連市場
景気後退や技術的課題、法的規制等によりAI関連市場の
成⻑が鈍化する可能性があります。また、AI技術の普及
に伴い顧客の要求⽔準が⾼まり、当社グル垪プの事業計

画に影響を及ぼす可能性があります。

多様な顧客業種・地域へのサ垪ビス展開と技術への継続

的な投資により、特定市場への依存を低減。⽇本・韓
国・⽶国の3拠点体制とエンタ垪プライズ特化の事業モ
デルにより、市場変動の影響を分散しております。

低嚹中 特定時期なし

技術⾰新
AI分野は技術⾰新の速度が極めて速く、当社グル垪プが
技術⾰新に対応できない場合や、新技術により製品・
サ垪ビスが陳腐化した場合、競争⼒が低下し業績に悪影

響を及ぼす可能性があります。

AI部⾨が最新の研究動向を継続的に収集・分析し、週次

の経営会議及びAI技術リ垪ダ垪会議で事業への影響をレ
ビュ垪。新技術を迅速に製品へ取り込む体制を構築して
おります。

低嚹中 特定時期なし

競合の動向
国内外の競合他社に加え新規参⼊事業者も多く、競争環
境の激化により、価格低下圧⼒による利益率の悪化や顧
客獲得コストの増加が⽣じ、事業及び業績に悪影響を与

える可能性があります。

独⾃のAgentic RAG技術による⾼い回答精度、SaaS・

On叕Prem双⽅への対応⼒、クロスセルによる深い顧客関
係の構築により差別化。顧客の業務変⾰を⽀援する⽴場
の確⽴により、スイッチングコストを⾼めております。

中 特定時期なし

⼈材の採⽤及び育成
AIエンジニア・コンサルタント等の⾼度専⾨⼈材の獲得
競争が激化しており、計画どおりの⼈材確保ができない
場合、事業拡⼤の制約となり、成⻑戦略の実⾏に⽀障を

きたす可能性があります。

インタ垪ンから新卒・中途採⽤に⾄る⼈材育成パイプラ

インを構築。競争⼒のある報酬設計とAI⼈材が活躍でき
る環境整備により採⽤⼒を強化し、⽇韓⽶3拠点での採
⽤活動を継続しております。

中 特定時期なし

主要なリスク情報および対策可1/2台
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主要なリスク リスク対応策 発⽣可能性 発⽣時期

為替変動及び海外事業

⽇本・韓国・⽶国に拠点を有し、海外の売上⾼及び費⽤
は現地通貨建てであるため、為替相場の変動や各国の経

済情勢・法規制の変更等が、連結業績に影響を及ぼす可
能性があります。

収益と費⽤を同⼀通貨で対応させることを基本とし、為

替変動の影響を⾃然に相殺。各国の規制動向は現地の専
⾨家を通じて継続的に把握し、3か国への事業分散によ
り特定国の情勢変化による影響を低減しております。

中 特定時期なし

配当に対する⼆重課税

⽇本において当社株式保有者に対して⽀払われる配当⾦
は⽶国および⽇本の税法上の配当所得となります。当社
株式について⽇本の居住者たる個⼈または⽇本の法⼈が
⽇本における⽀払の取扱者を通じて交付を受ける配当⾦

については、⽇本における課税に加えて、配当の源泉徴
収義務者である当社⼜は当社の⽀払代理⼈が配当⾦額の
うち原則として法定税率である30％を源泉徴収し⽶国の

内国歳⼊庁呃IRS呄に納付します。

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題として

認識しており、現時点での利益還元⽅針として、当⾯の
間は内部留保の充実を図る⽅針であります。また、当社
の配当の⽀払については、当社が知る限り、現時点にお

いて証券会社等による当該配当の⽀払処理の体制が整っ
ていない状況であり、配当の⽀払処理に必要な整備がな
されるまでは、当社は配当を実施する予定はありません。

将来的には、収益⼒の強化や事業基盤の整備を実施しつ
つ、内部留保の充実状況及び当社グル垪プを取り巻く事
業環境、証券会社等による当該配当の⽀払処理の整備状

況等を勘案したうえで、株主に対して安定的かつ継続的
な利益還元を実施する⽅針ではありますが、配当実施の
可能性及びその実施時期等については未定であります。

低 特定時期なし

注：その他のリスクについては、有価証券届出書等の叽事業等のリスク叾をご参照ください

主要なリスク情報および対策可2/2台
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簡易⽤語集
⽤語 内容

AI・基盤技術 ⽣成AI 学習したデ垪タから様々なコンテンツを⽣成する能⼒をもつAI

⾃然⾔語処理 ⼈が⽇常的に使う⾔葉呃⾃然⾔語呄をコンピュ垪タ垪に処理させる⼀連の技術

⼤規模⾔語モデル呃LLM呄 叽Large Language Models叾。⼤量の⽂章を学習し、⼈の⾔葉を理解して⾃然な⽂章をつくれるAI

ファウンデ垪ションモデル ⼤量のデ垪タであらかじめ学習させた叽⼟台叾となるAIモデル。これを基に⽤途別のAIをつくる

RAG 叽Retrieval Augmented Generation叾。AIが社内⽂書などの資料を検索し、その内容に基づいて答える仕組み。根拠のない答えを減らせる

Agentic RAG AIが⾃分の答えを点検し、⾜りなければ資料を探し直して答え直すRAGの発展形

AIエ垪ジェント ⼈間の介⼊なしに特定タスクを⾃律的に実⾏するシステム

ファインチュ垪ニング 既存LLMを特定⽤途・デ垪タに合わせ追加学習させ最適化すること

ハルシネ垪ション AIが事実と異なる内容を、もっともらしく答えてしまう現象

デプロイ つくったアプリを実際の業務環境に配置し、すぐ使える状態にすること

FDSE 叽Forward Deployed Software Engineer叾。顧客の現場に⼊り、要件に合わせて導⼊・実装・改善まで⾏うエンジニア

ソブリンAI ⾃国のデ垪タと設備で⾃前のAIを持とうとする国家戦略の考え⽅。海外サ垪ビスへの依存を避ける狙い

業務システム SFA 叽Sales Force Automation叾。営業活動を効率化し、商談の進捗等をデ垪タ化して管理・共有するシステム

CRM 叽Customer Relationship Management叾。顧客情報を⼀元管理し、マ垪ケティング・サポ垪ト等に活⽤するシステム

BIシステム 叽Business Intelligence叾。企業の様々なデ垪タを集約・分析し、経営判断を⽀援するシステム

製品・開発・基盤 オンプレミス呃On叕Prem呄 サ垪バ垪等を⾃社管理の設備内に保有・運⽤するIT環境

ノ垪コ垪ド／ロ垪コ垪ド プログラミングなし呃または最⼩限呄で、画⾯操作によりアプリを構築できる仕組み。

バイブコ垪ディング 叽Vibe Coding叾。プログラミング⾔語を使わず、⽇常の⾔葉でAIに指⽰するだけでアプリをつくる開発⼿法

プラグインア垪キテクチャ 本体はそのままに、機能を部品のように後から付け⾜せる設計

プラットフォ垪ムエンジニアリング 顧客ごとに個別構築せず共通基盤を整備し、運⽤を⾃動化・標準化する取り組み

SSO 叽Single Sign叕On叾。⼀度の認証で複数システムを利⽤できる仕組み

レゴブロック式 独⽴した機能を組み合わせてシステムを構築すること

PoC 叽Proof of Concept叾。本格導⼊前に効果・実現性を検証する試験導⼊

k8s 管理 コンテナ化されたアプリケ垪ションのデプロイ、スケ垪リング、および運⽤を⾃動化するプロセスのこと

セルフヒ垪ラ垪 システムのバグやテストの失敗を⾃律的に検出し、修正する技術やエ垪ジェントのこと

ミッションクリティカル ⽌まると業務全体が⽌まってしまう、絶対に停⽌させられないシステム

財務 ARR 叽Annual Recurring Revenue叾。年間経常収益呃継続課⾦ベ垪スの年換算売上呄

TCV 叽Total Contract Value叾。契約総額呃契約期間全体の総額呄

Rule of 40 売上成⻑率囙利益率が40嚵以上なら優良とされるSaaS企業の経験則
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免責事項

本資料は、Allganize Holdings株式会社呃以下叽当社叾といいます。呄の企業情報等の提供のみを⽬的として作成され
たものであり､国内外を問わず、当社の発⾏する株式その他の有価証券への勧誘を構成するものではありません。⽶
国、⽇本国⼜はそれ以外の⼀切の法域において、適⽤法令に基づく登録若しくは届出⼜はこれらの免除を受けずに、
当社の有価証券の募集⼜は販売を⾏うことはできません。本プレゼンテ垪ション資料の全部⼜は⼀部は、当社の承
諾なしに、いかなる⽅法若しくは媒体⼜は⽬的においても、複製、公表⼜は第三者に伝達呃直接であるか間接であ
るかを問いません。呄することはできません。

本資料には、当社の将来に関する記述が含まれています。これらは、本資料の作成時点で⼊⼿可能な情報に基づく
⼀定の前提の下での当社の経営陣の判断に基づいております。したがって、これらの将来に関する記述は、様々な
リスクや不確定要素に左右され、実際の結果は将来に関する記述に明⽰⼜は黙⽰された予想とは⼤幅に異なる場合
があります。これらの将来に関する記述に全⾯的に依拠することのないようご注意ください。

本資料に記載されている当社以外の企業等に関する情報及び第三者が作成した情報は、公開情報等から引⽤したも
のであり、その出典は各⾴に記載しています。そのデ垪タ・指標等の正確性・合理性及び適切性等について、当社
は独⾃の検証は⾏っておらず、いかなる当該情報についてこれを保証するものではありません。
なお、今後の本資料の更新は、毎期本決算発表後の12⽉頃を⽬途に実施する予定です。
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また、事業計画及び成⻑可能性に関する事項について変更等が⽣じた場合は速やかに開⽰いたします。
次回の更新は2027年12⽉頃を予定しております。
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ありがとうございます。
LLM Enabler For Business

59


